
 

学校名  　三原市立船木小学校

改善方策

  １０  月    ２  月

ｈ
達成値

ｈ
達成値
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○「いじめ」の
発生件数をゼ
ロにする。

　
・「いじめ」の発生件数０ 100% 100% 100.0% 100.0% A

○「挨拶」「返
事」「靴そろえ」
の定着を図る。

　・「挨拶」，「返事」ができ
る児童の割合
・「靴揃え」ができる児童の
割合
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本年度の重点目標については◎印で示す。

・学校だよりの回覧
は，楽しみだ。これ
からも，保護者や地
域に学校の様子を
しっかり伝えてほし
い。

・児童の成長やがんばりを伝えると
ともに，課題について保護者の協
力を得られるように啓発的な内容を
入れた学級通信発行に取り組ん
だ。今後も学級通信の意義や効果
を考え，内容の充実，積極的な発
信，タイムリーな発信に努める。
・今後，学校だよりを地域に回覧
し，学校の取組についての理解や
協力が得られるようにする。

・ホームページの更新は計画通り進めることがで
きた。学校だより，学級通信の発行については月
1回以上行うことは学校だより100％，学級通信
94.3％の達成率である。
・情報発信に関する保護者の肯定的評価は，
96.6％である。
・不祥事防止研修については，月１回以上実施で
きている。不祥事防止研修について各部に研修
の企画，運営を任せたので，主体的に参加するこ
とができるようになった。

○ ホームページの更新や学校だよ
り・学級通信の発行を月1回以上行
い，情報発信に努める。
○ 服務研修を月１回以上実施する。

・サーキットトレーニ
ングを大切にしてほ
しい。
・休憩時間に竹馬を
楽しそうにしている
子どもがいた。友だ
ちと楽しく運動がで
きることも大切だと
思う。

・研修したことを参考にし，記録をさらに
向上させ，よりよい体育科の授業を進め
るために，体育科の授業の前に適切な
準備運動を行い，学習内容に応じた
ゲームや運動を行う。
・今後もなわとびのめあてカードとマラソ
ンカードを全校で作成し，児童に具体的
数値目標を持たせる。
・今回改善をした船木小サーキットの効
果を分析し，さらなる改善点を研究して
いく。

・家庭での親子関
係にも留意し，家庭
と協力をしながら指
導していかなけれ
ばならない。
・子どもの自然な発
達を大切にして取り
組んでほしい。
・今年度は，地域で
もよく挨拶ができて
いると思う。

コメント改善方策

・職員研修で，実際に基礎基本の問題を
解き，児童のつまずきを分析している。
各学年で系統的につまずきに対する指
導を行っていくようにする。
・学びタイム・個別指導の時間を活用し，
復習の間が空かないようにする。
・算数の考える力については，図を使っ
た説明や動作化などを取り入れ，指導し
ていくようにする。
・「標準学力調査」の分析，課題把握に
基づき，学びタイム・個別指導の時間や
授業の中で計画的に指導する。
・１，２年生は辞書引き学習に入るまで
の準備段階に時間を多く使い丁寧な指
導を行ってきた。来年度も児童の実態に
応じた目標数を設定し全児童が達成で
きるようにしていく。
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（　中間 ・ 最終　）

よく学び　心豊かで　元気な子

ｇ
目標値

ｉ
達成度

国99％
算92％
理102％

国120％
算125％

国118％
算123％
理129％

118%

Ｂ

A

Ａ

Ａ

国99％
算92％
理102％

国84％
算88％

国83％
算86％
理90％

83%

 
○ 算数科を中心に言語活動を取り入
れた  単元構成の工夫と授業改善を
行う。
○ 繰り返し練習による学力の定着を
図る。
○ 帯タイムなどによる個別指導の徹
底を図る。
○ 辞書活用による語彙力を向上させ
る。

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

評価計画

・児童アンケートの結果及び担任教諭からの聞き
取り調査により，いじめの発生件数はなかった。
・児童アンケートには悪口や無視などの事例が挙
げられていた。その対象児童に対して個々に担
任から聞き取り調査を行った。
・「船木小あいさつレベル」を設定し，児童会目標
にも挨拶の向上を挙げて取り組むことにより，よ
りよい返事や挨拶の仕方が定着した。
・靴揃えの大切さを指導し，担任による靴揃えの
点検も行うことで，学校での靴揃えはほぼ定着し
てきた。
・10月の児童アンケート調査と比較し，２月は達
成率が下がっているのが課題である。
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・先生の指導はよい
と思う。成果が表れ
ている。
・児童は学習に懸
命に取り組んでいる
ので良い。
・船木小学校の児
童の学力が上がっ
ているとの情報が
ある。学校の取組
の成果である。

【ミッション】（自校の使命） 　　自分を愛し，夢を語る児童の育成
　

【ビジョン】（自校の将来像）　　○確かな学力をつける学校○質の高い教職員を育てる学校○保護者・地域とともに歩み，信頼される学校

自己評価

ｊ
評価

・いじめの未然防止に向けて，常に児童
の実態を把握し，問題解決にのぞむこと
を生徒指導部から働きかける。また，問
題発生時は迅速な指導を行い，必要に
応じて担任，管理職，生徒指導部を交
え，組織的な対応や指導を行う。
・あいさつレベルの向上を年間通して取
り組む。今後は，児童が自己の成長を見
つめ，次なる目標が設定できるような視
覚的な評価方法を検討していく。
・家庭での靴揃えができていない児童が
いるので，引き続き指導をするとともに，
保護者への啓発を行う。

・国語は７１．０％（県７１．８％）で，読むことの領
域に課題がある。算数は７１．７％（県７８．０％）
で分数・複合図形の面積・円の中心と半径に課
題がある。理科は７５．６％（県７３．９％）で，方位
磁針の使い方・金属の温度変化と生活との関連
に課題がある。
・期末テストの７５点以上の児童の割合は，国語
８４％，算数８８％トいう達成値であった。算数の
考える力に課題がある。
・標準学力調査は，全国平均を上回る児童の割
合が８０％以上である。しかし，正答率が全国平
均を下回る教科もある。

・３～６年生は，３１人中３０人が目標を達成して
いる。1年生は辞書引きの基礎となる学習を繰り
返したので一人で平均17語句ひけるようになっ
た。２年生も日常的に語彙数を増やす取り組みを
したので平均55語句ひけるようになった。
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l  学校関係者評価

ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策
ｋ

結果と課題の分析

校番（　　17　　　）

評 価

平成26年度　　学校評価表

ｆ　評価項目・指標

ａ　学校教育目標

c　中期経営目標

・[基礎・基本]定着状況調査
において本校の通過率が県
の通過率を上回る。

　
・期末テスト(国語・算数)にお
いて75点以上をとらせる。
 
  ・標準学力調査で全国平均
を上回る児童の割合を70％
以上にする。

・国語辞書による語句調べに
おいて，1年20，2年50，3年
250，4年400，5年500，6年
600以上調べる。

豊
か
な
心
の
育
成

◎基礎・基本の
定着を図る。

100％

　
70％

100%

70％

確
か
な
学
力
の
育
成

健やかな体つ
くりを推進す
る。

・柔軟性・瞬発力・走力に
おいて昨年度より向上した
児童の割合
・体育科の授業でサーキッ
トトレーニングを行った割
合

健
や
か
な
体
の
育
成

確かな学力の
向上を図る。

自然・人など
の関わりを通
して豊かな人
間性を培う。

○「学校いじめ防止基本方針」「いじ
め防止委員会」による組織的な取組
を行う。

○ 価値や意義について学級指導を
する。
○ 挨拶・掃除・靴そろえのモデル化を
図り徹底する。
○ 定期的な点検と評価を行い習慣化
させる。

○ 体力・運動
能力の向上を
図る。

国99％
算92％
理102％

国79％
算71％

87%

信
頼
さ
れ
る
学
校

保護者の願い
に応え,信頼さ
れる学校づく
りを推進す

る。
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・ホームページの更新を月
１回以上行う。
・学校，学級だよりを月１
回以上行う。
・情報発信に関する保護
者の肯定的評価。
・服務研修を月１回以上実
施する。

・新体力テストの結果を参考にし，各学年の実態
に合わせ，柔軟性・瞬発力・走力を向上させるた
めの運動を体育科の授業にとりいれた。しかし，
冬季の調査であったこともあり，体力向上の目標
にした達成度を得ることができなかった。
・船木小サーキットの方法を改善し，より達成度
の分かりやすい内容にした。それにより，児童が
サーキットに取り組む意欲が向上した。
・各学年の児童実態に応じて体育科の授業に
サーキットトレーニングを行った。また，教職員対
象の体育研修会を開き，授業前のトレーニングの
方法と効果，また，体育の授業の組み立て方に
ついて研修を行った。

○ 情報を公開
し,学校に対す
る理解度・信頼
度を高める。

　
○ 柔軟性・瞬発力・走力を向上させる
ためのサーキットトレーニングを行う。
○本校の課題である柔軟性・瞬発力・
走力を向上させるための体育授業前
の準備運動を取り入れる。

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。

ハ：分からない。

別紙様式１


